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《本号の表紙絵》

MR image of normal subject（1984）

医療の歴史の中で，身体の構造が外部から見えるようになったことはそれほど古い話

ではない．人智の始まりとともにある医学は，その形態や構造と機能を考えることから科

学となってきた．その基本となる長い解剖学の歴史に比べると，身体を可視化してきた現

在の科学技術の進歩の速さには驚く．この写真は The Lancet 8442, June 15, 1985, p.1360の

Dimens tional Accuracy of Magnetic Resonance in Studies of the Heartの論文に Fig 2としてUn-

magnified, coronal, systolic MR image of a normal subject taken without respiratory gatingとして掲

載されているものの原図である．現在の心臓の画像診断に携わる者には全く興味のわかな

い写真かもしれないが，1984年にNormal Subject（筆者）として冷気に満ちたMRIのガン

トリーの中で，ECGに同期した 70分にわたり微動もしない時間を何度も費やした身にとっ

て，今日の画像診断の進歩はどこまですすむのか予想すらできないものになっている．

当時の西欧先進国の国民病的な疾病であった心臓の冠動脈疾患の早期発見に，MRIが有

効であることを目指した研究の一部として，胸部の画像診断が試みられていた時代の一枚

である．肺結核の早期診断に果たしたX線撮影のような役割を期待しての研究であった．

冠動脈の画像化もその後成功，今では一般化している．医学の夢を科学技術が実現してゆ

く速さがこのように速かった時代は人間の長い歴史の中でなかったのではなかろうか．

1984年のこの画像において，非侵襲的に大動脈弁・僧帽弁が可視化されたときの驚きは忘

れられない．その 32年後の今，この画像で驚く人は少ないであろう．

この撮像のプログラミングには 1979年に「コンピューターを用いたⅩ線断層撮影技術の

開発」でノーベル生理学医学賞を与えられているG. N. Hounsfield（1919–2004年）が，共同

執筆者のひとりとして参加していた．撮像は London, National Heart and Chest Hospital, Mag-

netic Resonance Unitにおいて，0.5 Tesla 超伝導システムをもちいて 0.24 Teslaの磁場で行わ

れたものである．
（渡部　幹夫）


